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果のうち、大学におけるEMSに関する取り組みによる  
採択は、武蔵工業大学・京都精華大学・信州大学・千葉商  
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「学外」実習  ▲一ノ   
3年生  ⑥公開報告会  



































大字名  採択年度   テーマ   
武蔵工業大字  平成15年唐  国内外の地租＝密着した実ほ的環境教育   
「自立した学習者lこよる社会貢献の葉隠教育」  
京都精華大字  平成16年厚      ～環境マネジメントシステムの構築を通じて〟   
環境マインドをもつ人相の養成一環墳調和型  
信州大学  平成16年唐      技術者の育成プログラムを通して－   
千葉商科大字  干成1了年度  大字の手±妄的責任としての環境教育の展開  
2．各大学における取り組み事例  
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表2 信州大学 各キヤンパスの特色ある取り組み一覧  
トータル・  
コストダウン   
軍貰会派への  
窯濾麓  
芋喜F（キャンパス）   特色   
覇‡1年生≦：且に配布す局エコバツウ印字ワインに孝画するととも  
杷木キャンパス     ：■ ＝   ＝；＝            ．   
教育宇部   
L■： ＝；＝        ≡＝    L■：    ．・   ll  
二■：  ＝：＝              ■．‾：   
二■：            ．・   ■      ・・1   ・  
工宇部                             Ⅰ買懐：活動を推進するとともlニアウェンタ21巾見l五Lへ巾春画。  
≡    1こ■：      ・              ■・■   
好  一 ‾      ；：■■   ・・≡      ：  
菜・持勤さセ、こ巾堆肥慣用いてリヤガイモ等を豪∈士別叉摂する  
農学部                          ■             ．■  ■＝■    ≡＝  
■■              ：■    ≡ ：   ＝ ＝■・   
：：■■     ■     ：＝  
購雑宇部  ：：ll 喜岩   ‾    主  ■＝：・・．‾．   ■．：■  
キサンバスゼロ工ミッションヘむけた活動   
ESC0契約  
図3 千葉商科大学 ESCO契約の仕組み   
出所：h叩：仙Ⅶ札CuC．拡」p庵a料0庵正l血〟cl止do血道00603／01＿J．11tm1   







ャンパス 、2007年1月には、亥鼻キャンパスがそれぞ  
れISO14001を認証取得し、全学でのISO14001の認証  

































3．1．学生参加によるEMSの展開   
学生参加によるEMSの展開については、学生の大学  
のEMSにおける位置づけ、そして学生組織の存在につ  






























図4 千葉大学 活動単位化の仕組み  
出所：第2回全国環境ISO学生大会 千葉大学活動報告資料  







表3 特色GPに採択された大学におけるEMSの概要一覧  
：た学名   京都精華声：芋  信州声：芋   千葉商葦斗声：芋   千葉声こ芋   
IEDlヰ仁仁1喜雲喜正取持   コ仁仁仁年5月   
エ学部   〔政策情報学租〕   西千葉キャンパコ   
〔EユⅠ≡上蓋入〕年  
2001年5月   2ロロコ年3月   2005年1月   
学生巾位置コけ   構瓦E且〔全学生〕   相成且〔全学生〕   輔h鼠邑廿ト   
瑠填：IE［l草生桑員会巾  
正金且は捕・成員   
nIE運用に帽わコ  
てい古筆生i且恕名   
持に存在しない   摺塙IS田学生垂且会   環境IS［嘩：生彗・喜蓋   環境IS［嘩生垂且皇   
Ⅰ買頓宇土墓・学事斗、環境幸三曹  





〔持色〕   、 ・＿＿；■＝：  
壬召i勺〕を装入してい古。  
するナ］を身にコけること加   維持を匡lっTいる。   
出来古。   活動を居間している  
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13）日本環境認証機構（2005）：『ISO14001～2004年版対   
応～環境マネジメントシステム構築ガイドブック』．   
ぎょうせい．  
14）日本規格協会（2004）：『JIS（〕14001（ISO14001）環   
境マネジメントシステムー要求事項及び利用の手引   
－』．  
15）林花子ほカ12005）：大学におけるISO14001導入に   
関する研究（1）．大妻女子大学紀要一社会情報系－．  
16）弘前大学（2007）：『弘前大学環境報告書2007』．  
17）三橋規宏（2005）：学生主導で取り組むエコキャンパ   
スづくり一千菓商科大学における環境教育の現状と   
課題－．月間地球環！尭8月号．  
18）三橋規宏（2003）：『環境が大学を元気にする一学生   
がとったISO14001－』．海象社．  
19）山口県立大学（2006）：『山口県立大学環境報告書   
2006』．  











財団法人 日本適合性認定協会  
11t申：〟両町ゆ．orj〆  


















1）新井智（2005）：大学の社会的責任（USR）が新たな   
機能を生む一環境マネジメントシステムの構築でめ   
ざすもの－．月間地球環境8月号．  
2）伊永隆史編（2006）：『環境・安全・衛生一大学のアピ   
ールー』．三共出版．  
3）倉阪秀史（2005）：学生主体のEMS運営一学生委員   
会活動を単位化－．月刊アイソスNo．90．  
4）京都精華大学（2005）：『京都精華大学環境レポート   
2005』．  
5）阪智香（2007）：大学における環境活動と環境報告書．   
『関西大学経済・政治研究所研究双書』（第146冊   
企業情報と社会の制度転換Ⅱ第1章）．  
6）私立大学環境保全協議会・ISO14001委員会（2004）：   
『大学のISO14001一大学版・環境マネジメントシス   
テム』．研成社．  
7）信州大学（2007）：『信州大学環境報告書2007』．  
8）第2回全国環境ISO学生大会活動報告より（「京都   
精華大学」、「信州大学」、「千葉商科大学」、「千葉大   
学」、「麻布大学」）．  
9）千葉商科大学（2007）：『千葉商科大学環境報告書   
2007』  
10）千葉商科大学大学院特色GPプロジェクトチーム   
（2006）：『第1回環境教育シンポジウム報告書～環   
境が大学を元気にする～』．千葉商科大学大学院．  
11）千葉大学（2005）：『千葉大学環境報告書2005』  
12）特定非営利活動法人地域循環研究所（2006）：『「大   
学版EMS構築」マニュアル』．平成18年度地域協同   
実施排出抑制対策推進モデル事業．  
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